
国際競争力と成長 ～効果②
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・圏央道の開通を見込んで、
開通後に圏央道を利用し、

・精密機器をつくば市の企業
していますが、振動・揺れ
スムーズに安心して運べる
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より、約50分で行けるよう
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成田市に新たな物流施設を建設しており、
利便性の向上を実感しています。

業から海外へ輸出するため物流施設に輸送
れの少ない高速道路を長く走行できるため、
るようになりました。
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分かかっていましたが、圏央道の開通に
うになり、移動時間が短縮しました。
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